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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、外国人と日本人がお互い

をどのように理解し評価しているのかにつ

いて、内藤が開発した個人別態度構造分析法

（PAC 分析）を用いて認知的・情意的な観点

から探り、「多文化共生社会」における「外

国人と日本人」の相互理解のあり方を明らか

にすることである。 

２．研究の進捗状況 

本研究では日本人と外国人の相互理解

の実態について、内藤が開発した個人別態度

構造分析法（PAC 分析法）を用いて認知的・

情意的な観点から探ることを目的とする。

PAC 分析法は、対象者が自由に自発的に項目

を作り出し、それに基づいて自らが反応する

ため、対象者の自発性・自律性が尊重され、

個々の被調査者の認知的・情意的変容を捉え

ることができる。研究代表者・安龍洙は、研

究全体を総括するとともに、外国人の日本人

観についての研究を進めており、雑誌論文 5

件（うち 2件は査読付論文）の研究成果を上

げている。現在、留学前後の韓国人の対日観

の変容及び外国人との接触の少ない日本人

の対日観に関する調査を終え、データを分析

中である。研究分担者・池田庸子は留学前後

で日本人学生の異文化に対するイメージが

どのように変容するかについて研究を進め

ており、雑誌論文 2件の研究成果を上げてい

る。現在、外国人との接触の少ない日本人を

対象に、彼らの外国人観を探り、データを分

析中である。研究分担者・内藤哲雄は日本人

の中国人観を中心に研究を進めており、雑誌

論文 1件、学会発表 2件の研究成果を上げて

いる。研究分担者・八若壽美子は留学生と接

触機会の多い日本人学生と日本人日本語教

師を対象に外国・外国人に対するイメージに

ついて研究を進めており、雑誌論文 2編、口

頭発表 1件（共同）の研究成果を上げている。

現在、マレーシア人学生の対日観に関する調

査結果を分析中である。研究分担者・藤原智

栄美は日本語の学習経験を持つ台湾人及び

Non-native 日本語教師の対日観について研

究を進めており、これまで雑誌論文 2件、学

会発表 1件（共同）の研究成果を上げている。 

以上のように、これまで雑誌論文 12 件（う

ち 1 件は国際会議論文）、学会発表 3 件の研

究成果を上げており、当初の計画通り順調に

研究を遂行している。 



３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

当初計画していた日本人の外国人観及び外

国人の日本人観に関するすべての調査が終

了し一部は既に発表している。未発表のデー

タは現在分析中であり、研究最終年度中に発

表を終える予定であるため、研究が順調に進

展しているといえる。 

４．今後の研究の推進方策 

今後は具体的に以下のことを中心に研究を

進めていく。 

①留学前後の韓国人の対日観の変容につい

て論文発表を行う。 

②外国人との接触の少ない日本人の対日観

に関して分析し論文発表を行う。 

③マレーシア人学生の対日観に関する調査

し論文発表を行う。 

④これまでの研究成果をまとめ、報告書を作

成する。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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